「 II ふむ」 

やがて、 

「どう？ 一寸 似て いるだろう」 

彼が 持って来 たの を 見る と、 それ は大 神楽に 見 とれ 

ていた なほ子の スケッチであった。 横 を 向いて いる 頰 

ぺ たのと ころ や、 爪先に 引つ かかった スリッパの 尻尾 

が 垂れ 下って いると ころな ど、 なほ子 は 自分の 感じ を 

はっきり 感じた。 

「こんなに 描け るの？ 詮吉 さん」 

「偶然 さ、 君が 余り 余念な く 見て いるんで 一寸 面白い 

なと 思った もんだ から。 —— でも 感じ 出て いるで しょ 



た。 見れば、 川 も、 幅が 半分ば かりにな つてい る。 

のんき 

詮吉 は、 呑気に ステッキ を 振り 振り、 

「荒れて るな あ、 物凄い よう だ」 

と、 都会人ら しく 感歎した。 

「そり ゃ湯ケ 原の ように は 行かなくて よ」 

「え？ うむ、 そリゃ 分って るが …… 硫黄の 出る とこ 

さすが 

ろ は 流石に 違うな - 

「家ら しいの は 宿屋 だけね」 

この 方面ば かりで なく、 宿屋が 並んだ 表通り を 一 寸 

裏へ 入る と、 どこでも 北海道の 開墾地へ 行った ような 

有様な のであった。 



いか —— 訊いて 見よう」 

「大丈夫よ、 じゃあ 此方」 

一 つの 共同 風呂の 窓が 開いて いた。 強い 硫黄の 香が 

漂い、 歩きながら 人気ない 幾つ もの 湯槽が 見下せた。 

ひしゃく 

湯槽 を 仕切る 板壁に 沢山 柄杓が かかって いた。 井 〔# 

「井」 は 〇 付き 文字 U とか、 中 村、 s . S などと 柄杓の 底 

に 墨で 書いて ある。 

そこ を 過ぎる と、 人家の ない 全くの 荒 地であった。 

右に も 左に も 丘陵の 迫った 真中が 一 面 焼 石、 焼 砂 だ。 

あしあと 

一 条 細い 道が 跫跡 にか ためられて、 その 間 を、 彼方の 

山麓まで 絶え絶えに ついている。 ざらざらした 白つ ぼ 



「そう 9 いや 臭い 臭い」 

詮吉は 一 旦 はなした 手 巾 を また 鼻に おしつけた。 

暫く、 黒い ごろり とした 石 を 眺め、 彼等 は 左手の 丘 

陵へ 登る 路を 帰途に ついた。 或ると ころで 一 坪 ほどの 

地面が 大きな 一 本の 躑躅 ごと 坂道へ 雪崩れ込んで いた。 

根 こぎに された まま、 七 八 尺 ある その 野生の 躑躅 は 

活々 樺色の 花 をつ けて いた。 

真 先 に 詮吉が 東京へ 帰った。 なほ子 もやが て 立つ こ 

とに なった が、 単調な 山の 中に 半月 もいて、 同じよう 

な 郊外の 家へ 帰る の は 如何にも 詰らなかった。 真直に 



「食慾が ちっともな いんで 疲れて」 

と 吐 息をついた。 

眩しくな いように 足 許の 台に 乗せた スタンドの 明り 

で、 なほ子 は 皿に 盛られた ままの 煮た 果物 や 赤 酒の 

コップな ど を 見た。 それ 等は少 くと も 午後から じゅう 

そのまま そこに 置かれて いた 様子であった。 なほ子 は、 

女中 を 呼んで、 そんな もの を皆片 づけ させた。 

「始終 そばに 置いて 見て いちや 猶 食慾が 出ない わ。 I 

I 今日 何 あが つたの？」 

「牛乳 だと いくらでも 飲める から、 きのう は 牛乳 一 一 合 

ばかり、 今日は 葛湯 も 少した ベた」 



まさ子 は、 大儀そう に 小さい 声で、 

「ああ、 ああ」 

と 云い、 先ず 肱 をお ろし、 肩 をつ け、 横たわった。 

千世 子が 下で、 疲れ るんだ つて、 と 云った 時、 微妙 

な 一種の 表情が あつたので、 なほ子 は、 屢々 ある 不眠 

の 結果 だろうと 思って いた。 まさ子 は 数年 来 糖尿病で、 

神経 系統に 種々 故障が あるので あった。 

「II じ や 今日 だけ 一 寸臥 てい らっしゃ るん じ やな 

かった のね」 

「 国府 律から 帰る と 悪 い の さ —— あ と さ き 六日ば か り 

だね」 



と P くと、 

「いいえ、 何も 致しませんでした。 召 上りた くないと 

仰 云いました から …… 」 

雇人と、 あと は 小さい 娘と だけで 病床に いる 母の 境 

遇が なほ子の 心に 迫った。 

おそくな つて、 野菜 ス ー プゃサ ラドを 運んで 行った 

が、 まさ子 は、 悦び、 

「美味し そうだ こと —— 御馳走に な つ て 見よう か」 

と 云う ばかりで、 ほんの 一口 飲み下した だけであった。 

彼女 は、 なほ子 を 落胆 させまい として 云った。 

「明日に でも なれば、 きっと 味が 出る だろう」 



顔が 動いた。 大変 小さい 顔に 見えた。 がそれ は 総 子で 

あった。 なほ子 は わざわざ 出て いて 呉れた 総 子の 心 持 

に、 特別な 思いやりの あるの を 感じ、 一層 嬉しかった。 

総 子 は、 不恰好な 足駄の 包 や 傘な ど 一 どきに 抱えて 立 

ち 上り、 

「さ、 これ」 

と 云った。 

他の 者 はもう 寝て いる。 総 子の 部屋で 茶 をのみ なが 

ら、 なほ子 は 母の 容体 を 話した。 

「それで 9 —— 誰かに 診せ たの」 

「まだ」 
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